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さらに，白血球の運動と ATP を中心とする energy 代謝の研究から，白血球にも筋肉の収縮蛋白と類
似の ad in , myosin が存在する乙とが確認された。そして，乙れらが収縮力を発生し，形態学的には収




1. 細胞内 actin の分布・局在
(方法)家兎骨格筋より myosin を調製し，これを trypsin 処理して，細胞内でも actin と特異的に結
合し得る性質を持つ Heavymeromyosin (HMM) を調製し，細胞内 actin 1[.対する標識物質とした。
細胞運動の過程の細胞をそのまま固定して観察するために， 1 % f ormaldehyde を作用させて細胞を
半固定し， HMM が細胞内に侵入し得るように， 10箔 saponin を作用させた。 actinの分布を観察する
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には， FITC を標織した HMMを作製して作用させ，蛍光顕微鏡下に観察した。 actin の局在を観察
するには， HMM を作用させたのち， 2.5 % glutaralde hyde 固定し，アルコール脱水後 Epon樹脂に











2. 細胞内 myosin の分布・局在
(方法)プタ白血球より myosm を精製し， complete Freundts adj uvant と等量に混和して家兎を免
疫し，抗 myosin IgG を作製した。乙の抗 myosin IgG は J Ouchterlony 法によりヒト白血球より
精製した myosin と単一の沈降線を形成した。細胞内 myosin の分布を観察するために白血球を 4 箔
paraf ormaldehyde 処理し，抗 myosin Ig G を作用させ， FITC を標識したヤギ抗家兎 IgG ・ IgG を



















その結果， ヒト白血球の actin および myosin は，いずれも白血球の細胞膜のすぐ内側にとくに密に
存在しているが，異物摂取における細胞運動の過程においては さらに細胞前進部である偽足・前進部
頼粒質にも，より密に存在するようになることが明らかとなった。
白血球の運動過程における細胞内収縮蛋白の動態に関して新知見を加えたものとして，学位 lζ値する
と判断される。
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